
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

みんなで創り上げるふくしまの将来の姿（第２章・第３章）

福島県を取り巻く現状と課題（第２章）

①東日本大震災・原発事故からの復興・再生
②地方創生（人口減少対策）
③横断的に対応すべき課題
（令和元年東日本台風等、新型コロナウイルス感染症 など）

県民の皆さんの意見（第３章）

①総合計画審議会
②地域懇談会
③市町村長
④対話型ワークショップ

（小中学生・高校生・大学生）
⑤アンケート など

みんなで創り上げるふくしまの将来の姿（第３章）

「ひと」「暮らし」「しごと」 が調和しながら
シンカ（深化、進化、新化）する豊かな社会

SDGｓ（誰一人
取り残さない、
多様性と包摂性
のある持続可能
な社会）の理念
を踏まえる

基本目標
（スローガン）

暮らし しごと

ひと

県づくりの理念
● 変化や危機にしなやかで強靱な地域社会（県）づくり
● 多様性に寛容で差別のない共に助け合う地域社会（県）づくり
● 魅力を見いだし育み伸ばす地域社会（県）づくり

「県づくりの理念」とは
将来の姿の実現のために、県民の皆さん、民間団体、市町村、県が連携しながら効果的に

県づくりを進めて行くために共有する、総合計画の根底にある根本的な考え方のことです。

震災・原発事故や新型感染症などの
困難に挑戦を続けている
経験・知見を踏まえる

新たな総合計画（素案）（一部抜粋）
　新たな総合計画について（全体構成）

具体的な将来の姿について、
・普遍的な課題に照らして県づくりの方向性を示すため
・福島に心を寄せる人々との連携・協働を深めるため

世界の共通言語である
ＳＤＧｓの視点で描く

１

１
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①全国に誇れる健康長寿県へ

②結婚・出産・子育ての希望を
かなえる環境づくり

③「福島ならでは」の教育の充実

④誰もがいきいきと暮らせる県づくり

⑤ふくしまへの新しい人の流れづくり

ひと分野

７つの地域それぞれにおける
地域の課題や主要な施策を示
します。

●地域特性
●課題・主要施策
●地域の目指す方向性

総合計画

＜大事にしたい視点＞

県はこのような施策に取り組みます（第４章）

連携・
共創

挑戦 ご縁

地域別の主要施策（第５章）

計画の構造

県北
地域

県南
地域

相双
地域

いわき
地域

会津
地域 県中

地域

南会津
地域

事務事業

政策、施策、
主な取組（指標）

将来の姿
県づくりの理念

基本目標

復興計画総合戦略

分野別計画
（部門別計画、個別計画）

①震災・原発事故からの復興・再生

②災害に強く治安が確保されている
安全・安心な県づくり

③安心の医療、介護・福祉提供体制
の整備

④環境と調和・共生する県づくり

⑤過疎・中山間地域の持続的発展
⑥ふれあいと親しみのある

魅力あふれる県づくり

自然災害・新型感染症・地球温暖化・デジタル変革などへの対応

①産業の持続的発展と福島イノベ
構想の推進

②もうかる農林水産業の実現

③再生可能エネルギー先駆けの地
の実現

④魅力を最大限生かした観光・
交流の促進

⑤ふくしまの産業を支える人材の
確保・育成

⑥地域を結ぶ社会基盤の整備促進

しごと分野暮らし分野

誇り 信頼

大事に
したい
視点

新たな総合計画について（全体構成）

２ 



第１章 総合計画の基本的事項
１ 計画策定の趣旨
２ 策定過程における県民参加
３ 計画の特徴

第２章

第３章

第４章

福島県を取り巻く現状と課題
１ 復興・再生の現状と課題
２ 地方創生の現状と課題
３ 横断的に対応すべき課題

（令和元年東日本台風等、新型コロナウイルス感染症の影響・分析、
地球温暖化対策 等）

みんなで創り上げるふくしまの将来の姿
１ 県民の皆さんからの意見
２ みんなで創り上げるふくしまの将来の姿
３ 避難１２市町村の目指す将来の姿（現状と課題含む）
４ 将来の姿の実現に向けた県づくりの理念
５ 基本目標（スローガン）

第５章

第６章

政策分野別の主要施策
１ 主要施策を進める上での基本的な考え方

「ひと」「暮らし」「しごと」ごとの主要施策、指標

地域別の主要施策
1 地域別の基本方向
2 地域別の主要施策

資料編

計画の推進のために
計画の進行管理 など

附属資料
ふくしまの特性（社会情勢など）、
分野別の関連計画一覧 など

新たな総合計画について（全体構成）

３ 



施 策

１
○○○○○○○○ ○○○○○○

○○○○○○○○ ○○○○○○○

○○○○○○○○ ○○○○○○○

○○○○○○○○ ○○○○○○○

（施策の方向性・内容を記載予定）

主な取組

①○○○○○○○ ○○○○○○○

②○○○○○○ ○○○○○○○

③○○○○○○ ○○○○○○○

指標 現状 目標 備考

○○○○○○

全国学力・学習状況調査において、算数・数学、理科や英語が全国平均を下回っており、
また、学力が低い層が多いなど学力面に課題があります。さらに、震災の影響等により心
のケアが必要な子どもが多く、不登校児童生徒数も増加している状況です。加えて、改善
傾向にあるものの、肥満傾向児の出現率は全国平均よりも高く、健康課題の改善を要する
子どもが多く存在しています。

一方で、震災からの復興の過程で生まれた課題そのものを学びとする探究活動や風評を
払拭する観点からの農業高校等におけるGAP教育等の先端的な教育活動により、特色・魅
力ある教育が進展しています。また、震災があったからこそ芽生えた子どもたちの気持ち
（感謝の気持ちや地域へ貢献したい気持ち等）の高さなど福島ならではの強みも生まれて
います。

複合災害による課題先進県だからこその課題解決学習を通して、世界共有の課題に挑戦
する当事者意識を持った子どもたちを育成するとともに、急激な社会の変化の中において、
知識や技能の習得だけではなく、自己、他者、社会と向き合い、多様な個性を生かしなが
ら、対話と協働を通して、人生を切り拓いていくことができる人材を育成していく必要が
あります。また、福島イノベーション・コースト構想、再生可能エネルギー、医療、農業、
デジタルなど福島の基幹となる産業を担うための教育の推進も求められます。（P)

政策３ 「福島ならでは」の教育の充実

新たな総合計画について（第４章）

写真・図表の
添付

写真・図表の
添付

４ 



新
た
な
総
合
計
画
　
第
４
章
　
政
策
分
野
別
の
主
要
施
策
・
指
標
一
覧
（
第
６
回
部
会
資
料
）

施
策
名

施
策
説
明

取
組
名

取
組
説
明

学
校
段
階
を
見
通
し
た

資
質
・
能
力
の
育
成
に
関

す
る
取
組

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ
た
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
習
の
展
開
等
を

通
し
、
知
識
・
技
能
に
限
ら
ず
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
、
学
び
に
向
か

う
力
・
人
間
性
等
、
変
化
の
激
し
い
社
会
に
も
対
応
で
き
る
資
質
・
能
力
の

育
成
を
図
り
ま
す
。

IC
T
活
用
等
に
よ
る
学

び
の
変
革
に
関
す
る
取

組

G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
や
個
人
所
有
端
末
に
よ
る
１
人
１
台
端
末
の
導
入

及
び
教
員
研
修
の
充
実
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
実
践
と
IC
T
の
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
り
、
「
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
、
「
協
働
的
な
学
び
」
、

「
探
究
的
な
学
び
」
を
実
現
す
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

情
報
活
用
能
力
の
育
成
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
関
す

る
取
組

児
童
生
徒
が
、
情
報
手
段
を
適
切
に
活
用
し
て
必
要
な
情
報
を
目
的
に
応

じ
て
、
活
用
す
る
学
習
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
自
他
の
権
利
を
尊
重

し
、
情
報
社
会
で
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
犯
罪
被
害
を
含
む
危
機
を
回

避
す
る
等
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

働
き
方
改
革
の
推
進
に

関
す
る
取
組

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
を
是
正
し
、
教
職
員
の
心
身
の
健
康
の
保
持
や

児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
、
積
極
的
な
自
己
研
鑽
の
時
間
の

確
保
等
に
よ
っ
て
質
の
高
い
教
育
活
動
を
展
開
し
、
学
校
全
体
の
教
育
力

を
高
め
ま
す
。

教
員
の
養
成
・
採
用
・
研

修
に
関
す
る
取
組

教
員
採
用
試
験
に
お
い
て
、
一
般
選
考
に
加
え
、
教
職
経
験
者
、
臨
時
的

任
用
教
員
経
験
者
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
等
の
特
別
選
考
を
実
施
し
、
深
い
専

門
性
や
実
践
的
指
導
力
の
あ
る
教
員
の
採
用
に
努
め
、
多
様
化
、
複
雑
化

す
る
教
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
取
組

拡
大
化
す
る
学
校
へ
の
ニ
ー
ズ
や
学
校
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
学
校

の
指
導
体
制
の
活
性
化
と
充
実
化
を
図
る
た
め
、
副
校
長
や
主
幹
教
諭

を
配
置
し
、
一
層
き
め
細
か
な
指
導
と
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
校
長

の
リ
ー
ダ
－
シ
ッ
プ
の
下
チ
ー
ム
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
関
す

る
取
組

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
共
に
学
び
、
共
に
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
医
療
、
保
険
、
福
祉
、
教
育
、
労
働
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
特
別
支
援
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
、
外
国

人
、
帰
国
児
童
生
徒
等
へ

の
個
別
支
援
に
関
す
る

取
組

不
登
校
及
び
そ
の
傾
向
の
あ
る
児
童
生
徒
を
始
め
、
外
国
人
や
帰
国
児

童
生
徒
の
学
び
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
）
の
設
置
や
、
日
本
語
習
熟
の
授
業
等
個
別
支
援
を
進
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
取
組
を
県
内
に
普
及
し
ま
す
。

心
の
ケ
ア
の
充
実
に
関
す

る
取
組

道
徳
教
育
の
充
実
、
自
然
体
験
活
動
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
思
い
や
り
の

心
な
ど
の
豊
か
な
心
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
し
た
児
童
生

徒
を
始
め
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
の
た
め
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
S
C
）
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
S
S
W
）
を
配
置
す
る
な
ど
、

教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

経
済
的
困
難
を
有
す
る

家
庭
の
子
ど
も
へ
の
支

援
に
関
す
る
取
組

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
就
学
援
助
や
、
能
力
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
生
徒
に
対

し
、
奨
学
資
金
の
貸
与
等
を
行
い
ま
す
。

家
庭
教
育
の
支
援
に
関

す
る
取
組

「
親
の
学
び
」
を
支
援
す
る
た
め
に
、
P
T
A
と
連
携
し
、
各
地
域
で
主
体
的

に
家
庭
教
育
の
支
援
が
行
え
る
よ
う
作
成
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用

や
、
親
を
支
援
す
る
家
庭
教
育
支
援
者
の
ス
キ
ル
を
高
め
る
研
修
会
を
実

施
し
ま
す
。

１
－
３
－
１

「
学
び
の
変
革
」
の
推
進
と
資

質
・
能
力
の
育
成

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
資
質
・
能
力
の

育
成
や
、
IC
T
等
先
進
技
術
を
活
用
し
た
多
様
な

学
び
を
推
進
し
、
一
人
一
人
に
最
適
な
学
習
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
－
３
－
２

学
校
組
織
の
活
性
化
の
推

進

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
や
柔
軟
な
教
職
員

体
制
を
整
備
し
、
多
様
化
す
る
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
力
を
強
化
し
ま
す
。

１
－
３
－
３

多
様
性
を
重
視
し
た
教
育
の

推
進

様
々
な
背
景
を
持
つ
児
童
生
徒
へ
の
個
別
支
援
や

地
域
と
連
携
し
た
家
庭
教
育
の
支
援
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
す
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

指
標
／
県
民
調
査
項
目

分
野

政
策

施
策

取
組

１

ひ
と

分
野

１
－
３

「
福
島
な
ら
で

は
」
の
教
育
の
充

実

震
災
学
習
の
実
施
率

毎
年
度

調
整
中

指
標
項
目

調
査
の

調
査
周
期

調
査
か
ら
公
表

ま
で
の
期
間

【
代
表
指
標
】

時
間
外
勤
務
時
間
月
８
０
時
間
を
超
え
る
教
職

員
の
割
合
及
び
月
４
５
時
間
を
超
え
る
教
職
員

の
割
合

毎
年
度

３
か
月
後

探
究
学
習
等
の
中
で
、
自
治
体
へ
の
提
言
や
、

社
会
に
貢
献
す
る
何
ら
か
の
活
動
を
行
っ
た
生

徒
の
割
合

毎
年
度

調
整
中

自
分
手
帳
の
活
用
率

毎
年
度

１
年
後

調
査
の

調
査
周
期

調
査
か
ら
公
表

ま
で
の
期
間

指
標
項
目

【
一
般
指
標
】

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
】

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

毎
年
度

４
か
月
後

不
登
校
の
児
童
生
徒
数
（
公
立
私
立
小
・
中
・

高
）

※
1
,0
0
0
人
当
た
り
の
出
現
数

毎
年
度

６
か
月
後

児
童
生
徒
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
IC
T
を
活
用

す
る
学
習
活
動
を
行
う
回
数
（
１
ク
ラ
ス
当
た

り
）
（
公
立
小
中
）

毎
年
度

４
か
月
後

市
町
村
に
お
け
る
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
の
作
成
率

毎
年
度

―

指
標
項
目

調
査
か
ら
公
表

ま
で
の
期
間

調
査
の

調
査
周
期

５



施
策
名

施
策
説
明

取
組
名

取
組
説
明

元
気
な
福
島
の
発
信
と

震
災
の
記
憶
の
継
承
に

関
す
る
取
組

被
災
地
や
震
災
関
連
施
設
等
を
訪
問
し
て
の
被
災
者
等
と
の
交
流
・
協

働
、
放
射
線
・
防
災
等
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や
身
の
回
り
で
行
わ
れ

て
い
る
復
興
へ
の
取
組
を
基
に
、
郷
土
理
解
の
促
進
と
自
ら
考
え
、
判
断

し
、
行
動
で
き
る
力
を
育
成
し
ま
す
。

避
難
地
域
1
2
市
町
村
な

ど
の
特
色
あ
る
教
育
に

関
す
る
取
組

避
難
地
域
１
２
市
町
村
の
小
中
学
校
に
お
い
て
優
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
、
実
証
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
特
色
あ
る

教
育
や
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
必
要
な
教
職
員
研
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
を
担
う
人

材
育
成
に
関
す
る
取
組

義
務
教
育
段
階
で
の
理
数
教
育
、
放
射
線
・
防
災
教
育
や
、
高
校
段
階
で

の
専
門
性
、
施
設
・
設
備
を
活
か
し
た
学
校
や
企
業
等
と
の
交
流
・
連
携
の

充
実
、
国
際
教
育
研
究
拠
点
と
の
連
携
を
見
据
え
な
が
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
持
っ
て
本
県
の
復
興
・
創
生
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
進
め
ま

す
。

地
域
社
会
と
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育

て
る
取
組

　
地
域
課
題
探
究
学
習
の
総
合
窓
口
と
し
て
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
配
置
し
、
地
域
住
民
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
た
学
校
で
の
、
地
域
住
民
等
と

の
連
携
協
力
体
制
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
教

育
の
推
進
に
関
す
る
取

組
（
再
掲
）

児
童
生
徒
自
ら
が
運
動
習
慣
や
食
習
慣
を
確
立
す
る
た
め
の
自
己
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
と
活
用

に
関
す
る
取
組

文
化
財
保
存
活
用
大
綱
に
規
定
し
た
、
県
全
体
の
理
念
、
基
本
方
針
の

下
、
市
町
村
と
県
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
積
極
的
に
保
存
と
活

用
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
ま
す
。

少
人
数
教
育
の
充
実
に

関
す
る
取
組

少
人
数
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
体
制
の
構
築
や
、
過
疎
地
域
に
お
け
る

極
少
人
数
で
の
学
び
の
充
実
の
た
め
、
IC
T
の
活
用
等
全
て
の
子
ど
も
た

ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
学
び
や
協
働
的
な
学
び
を
実
現
し
ま
す
。

私
立
学
校
の
振
興
に
関

す
る
取
組

私
学
助
成
の
充
実
や
安
定
的
・
継
続
的
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の

取
組
な
ど
へ
の
支
援
に
よ
り
、
私
立
学
校
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

放
課
後
の
子
ど
も
の
学

習
活
動
、
交
流
活
動
に
関

す
る
取
組

全
て
の
児
童
が
放
課
後
等
を
安
全
・
安
心
に
過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備
や
放
課
後
児
童
支
援
員
の
確
保
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
従
事
す
る
者
の
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

な
ど

人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
い
て
、
健
康
で
豊
か
な
人

生
を
選
び
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
に

渡
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

指
標
／
県
民
調
査
項
目

１

ひ
と

分
野

１
－
３

「
福
島
な
ら
で

は
」
の
教
育
の
充

実

分
野

政
策

施
策

取
組

１
－
３
－
６

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く

り

少
人
数
教
育
の
充
実
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の

整
備
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

べ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

１
－
３
－
４

福
島
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
教
育
の
推
進

震
災
の
記
憶
の
継
承
や
避
難
地
域
に
お
け
る
特
色

あ
る
教
育
を
展
開
し
、
福
島
の
未
来
を
担
う
人
材

の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
－
３
－
５

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

学
び
の
場
づ
く
り

福
島
県
の
教
育
環
境
に
満
足
し
て
い
る
と
回
答
し
た
県
民
の
割
合

【
意
識
調
査
項
目
】

６
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